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ビタミン A が表皮角化細胞の分化調節因子であることは広く知られている。また， ビタミン A 類縁化合物である
E-5166は合成ポリプレイン酸誘導体で， レチノイン酸に類似した構造をもち， レチノイン酸に匹敵する抗ガン作用
などが報告されている口したがって E -5166がヒト表皮角化細胞の分化に対してレチノイン酸と同様の効果を及ぼす




ビタミン A と同じく表皮細胞の分化に影響を及ぼすことが知られているビタミン D3のうち活性型である1， 25-
(OH)2-D 3 は，角化異常を病態とする乾癖の治療に効果を示すことも報告されているD そこで活性型ビタミン D3の
ヒト表皮角化細胞の増殖および分化に対する影響を調べることを目的に，まず乾癖病巣に対する1， 25-(OH)2-D 3 の
影響を組織学的に検討した。その結果， 1, 25-(OH)2-D 3の乾癖治療に対する効果は主に表皮角化細胞の過剰な増殖
の抑制であることが認められた。そこでヒト表皮角化細胞の増殖に対する1， 25-(OH) 2 -D3の影響を検討したところ，
1Q- 7 M の濃度で増殖抑制が発現した。さらに増殖抑制の機構を解明するために，培養ヒト表皮角化細胞に対する
1, 25-(OH)2 -D3の影響をオートラジオグラフィーを用いて検討した。その結果， 1, 25 -( OH) 2 -D 3 は1Q- 7M の濃度
で培養ヒト表皮角化細胞の増殖を間害し添加12時間後には阻害効果が最大になるものの1， 25 -( OH) 2 -D 3 を除去す
ると 6 時間後には無添加のレベルまで回復した。この結果から1， 25-(OH) 2 -D3が細胞自体に損傷を与えることなく
増殖を抑制することが明らかになった。また，オートラジオグラフィーおよびフローサイトメトリーによって細胞周
期の解析を行ったところ， 1, 25-(OH)2 ーD3 は細胞の世代時間に影響を及ぼすことなく S 期の細胞を減少させ， 2c 細























培養ヒト表皮角化細胞に対するビタミン A 類縁化合物 E-5166及び1， 25- ジヒドロキシビタミン D3の影響に関し検
討し前者が角化細胞の分化を抑制すること，後者は角化細胞の増殖を可逆的に抑制するが，その機構は G j期にお
ける細胞周期の妨害であることなどを明らかにした。一方，皮膚表皮細胞における常在菌について検討し両者は共
存関係にあることを明らかにした口これらの研究は皮膚細胞における栄養ならびに衛生的な保持に関する新らしい知
見として学位授与に値するものと判定した。
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